
電気用品安全法の解釈　－　対象非対象関係

平成１５年２月６日　製品安全課

商品名等
（電気用品名等）

粉体ドライアイス供給装置

１　当該商品等の概要

○用途、機能、性能
　スーパーマーケット等の店舗に設置され、店舗より供給されるメダルを投入する
客に、粉体状のドライアイスの提供を行う装置である。

○構造、仕様、意匠
　客が液化炭酸ガス噴射ノズル部にレジ袋をセットしメダルを投入すると、メダル
メックからの信号により電磁弁が動作して、装置外部の液化炭酸ガス・ボンベの液
化炭酸ガスが噴射ノズルを通じて一定量噴射される、この際、液化炭酸ガスは断熱
膨張効果により粉体状ドライアイスとなり、レジ袋に投入される。

○ 主な使用者、販売先
スーパーマーケット等。

２　対象・非対象の解釈
　
  特定電気用品以外の電気用品中、電動力応用機械器具の｢自動販売機｣として取り
扱う。なお、電熱装置、冷却装置、液体収納装置又は放電灯を有する場合は、特定
電気用品中、電動力応用機械器具の｢自動販売機｣に該当する。

（理由）
　商品購入の対価として支給されるメダルを持つ客に提供することから、ドライア
イスの販売と同等の行為であると考えられ、｢自動販売機｣として取り扱うのが妥当
と判断する。

（参考図次頁）
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（参考図）粉体ドライアイス供給装置
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